
長文英語を得意にする！
英語に「慣れる」２つの秘訣秘慣英 ２

英語を前から速く読む練習秘訣1

たくさんの英文に、読む・聴くで慣れる秘訣2

意味の固まりごとに前から読み進める“スラッシュリーディング”を訓練します。

言葉を話したり、書いたりするためには、たくさんの語いをインプットすること
が必要です。その量が多いほど、アウトプットの時、様々な伝え方ができます。

Welcome aboard the Jungle Cruise. 

Please listen carefully. 
乗船ありがとうございます ジャングル クルーズ

注意して聞いてください。

意味のかたまりごとに読んでいる
スラッシュリーディング

Welcome aboard the Jungle Cruise. 

Please listen carefully. 
ようこそ 乗る ジャングル クルーズ

お願い 聞く 注意

単語ごとに訳して読んでいる
時間のかかる読み方

英語教育と高校入試

中学で1000語以上増加、入試は長文化
英語が小学校から教科化され、中学でも進度が前倒しになるなど、学習環境が
大きく変わっています。高校入試でも、これまでの文法重視の問題から、「文章
量や出題数が増加」「英語の力を総合的に見る」といった傾向が見られます。

小学校５・６年生
週2コマ（年間70コマ）

中学校
週4コマ（年間140コマ）

高校
（学科・科目によって異なる）
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～2500語程度4技能に加えて
英語での発表も！

教科書に使われている
単語は更に多い

小中高で学ぶ単語数

読む・聴くトレーニング
単語学習、リーディング・リスニング演習、スピードリーディング・スピード
リスニングの他にもディクテーションやシャドーイングで英語力を鍛えます。

Reading Listening

スマホでも
予習復習

速く正確に
読む・聴く力を鍛える

世界旅行をベースとしたゲーミフィケーションとなっており、訪れた国の情
報を知ることができるので異文化学習にもつながります。また、トレーニング
でためた仮想通貨（ページ）で訪れた国のアイテムを買うことができます。

続けることで身につく！
モチベーションアップの仕組み
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読む・聴くトレーニング

Speed ReadingRead i ng

L i s t en i ng Speed Listening

各単元ごとに10～30の単語を学習 様々な英文で演習量を増やします 倍速の文章や音声でスピードをアップ

Vocabu l a r y

成果確認
年8回のマンスリーチェック、年2
回の速読聴英語検定で成果や自
身の実力を確認できます。

単語学習、演習、スピードトレーニン
グの他にもディクテーションや、
シャドーイングで英語力を鍛えます。

スマホでも
予習復習

成績表を発行

※英検®は、公益財団法人 日本英語検定協会の登録商標です。このコンテンツは、公益財団法人 日本英語検定協会の承認や推奨、その他の検討を受けたものではありません。
※TOEIC is a registered trademark of Educational Testing Service (ETS). This product is not endorsed or approved by ETS. 

合格体験記
中3 Y.Kさん

長文読解の学習不足を
カバーできた

英検®2級合格

受講する前は、英検®の長文がぼろ
ぼろで、その時は1回落ちてしまっ
たんです。今回、受講してから長文
の点数がぐんと上がったから合格
できました。もちろん受験にも対応
できる力になったと思います。

高3 T.Mさん

読む・語彙・リスニング
対策が役立った

英検®準1級合格

受講したことで試験の読解問題を
時間内に解き終えることができる
ようになりました。リーディング練
習をしながらも、語彙・リスニング
対策もできて、本番の試験問題の
中にも習った語彙が登場しました。

※学年は取材当時　※効果には個人差があります

® ®英検®・TOEIC®対策

全文音声付き！

英検®対策4級～準1級/TOEIC®対策

120wpm以上が必要！TOEIC®では6800語を読み解く
各試験比較

英検®準1級

大学入学共通テスト
TOEIC® L&R

約3,800語（90分）

約6,066語（80分）
約6,800語（75分）

135～145語/分
英検®2級 約3,100語（85分） 135～145語/分
英検®準2級 約2,500語（75分） 120～130語/分
英検®3級 約1,600語（50分） 125～135語/分

リーディング
記載語数（試験時間）

リスニング
放送速度

140語/分
※SRJ調べ

160～180語/分読む
26分

解く
51分 8分

見直し
英検®2級を
120wpmで
読んだ場合

試験時間85分

英語の民間試験は入試で優遇される他、大学での留学条件や、企業に
よっては入社の基準にもなっています。
各試験の記載語数を元に、読むスピード（wpm）を計算すると、解く時
間を約6割確保するためには120wpmが必要です。さらに十分なライ
ティングの時間を確保するためには、時間配分が重要になってきます。
TOEIC®では、さらに記載語数が2倍ほどに増えています。リスニング
は1回のみで放送速度も速いため、英語を聴くことにも慣れる必要
があります。

2022年



6,127語（リーディング）大学入学共通テスト（2023年）

75wpmで
読んだ場合

平均速度

読む82分

試験時間　80分読書速度

150wpmで
受験に必要

読む40分 解く40分

読む時間を短縮

読んだ場合

読むだけで
時間オーバ

ー

2023年度実施 大学入学共通テスト 英語 語数を分析

2023年1月14日、2023年度（令和5年度）大学入学共通テス
ト1日目が行われました。
リーディングでは身近な話題を扱ったテーマから、物語
文、プレゼンテーションのスライドなど多様な題材が出題
されました。リスニングでもイラストやグラフ、表が使用
されており、読解力や情報処理力が問われました。

ここでは、大学入学共通テスト英語リーディング、リスニング
の語数カウント結果と分析を掲載します。

高校生の平均読書速度75wpmで読んでいては、読むだけで時
間が足りなくなってしまいます。そのため、受験には約2倍の
150wpmの英語を読むスピードが必要となります。

英文の内容をノートや発表用資料にまとめる問題も変わらず
出題されていて、英語を英語のまま処理していく力も求めら
れています。

※wpmとはwords per minuteの略で、１分間に読めるワード（単語）数のことです。

全体の語数は6,127語で、昨年度と比較すると100語程度増加しました。
昨年度と同様、身近な題材から説明文まで幅広い内容の英文から出題されています。与えられている英語の本文から必要な
情報をスピーディーに読み取って解答する必要があります。
第5問では2021年、2022年には出題されなかった物語文が出題されました。

英語：リーディング 分析

https://www.sokunousokudoku.net/media/

2023.01.20

多様な問題が出題され、大問5では物語文が出題

時間内に読解するためには150wpmが必要
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大問 小問 内 容 配点 語数 75wpmで
読んだ場合

150wpmで
読んだ場合

マーク
数

（100点満点 80分）

案内文の読み取り

ウェブサイトの読み取り

ウェブサイトの読み取り

レポートの読み取り

ニュースレターの読み取り

ブログの読み取り

2つの記事の読み取り

物語文の読み取り

説明文の読み取り

説明文の読み取り

2023年実施 大学入学共通テスト（英語：リーディング）【問題構成】

※SRJ調べ　※合計は、端数調整しています

英 語
大 学 入 学 共 通 テ ス ト
2 0 2 3 年 語 数 分 析
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大問 小問 内 容 配点 放送語数 放送
回数

マーク
数

（100点満点 30分）

短い発話の内容に合う英文を選ぶ

短い発話の内容に合う絵などを選ぶ

短い対話の内容に合う絵などを選ぶ

短い対話の内容について、質問に対する答えを選ぶ

やや長めの発話の内容に沿って、情報を整理する

複数の発話を比較して、条件に最もふさわしい発話を選ぶ

社会的話題に関する講義を聞き、質問に対する答えを選ぶ

2人の会話を聞いて、質問に対する答えを選ぶ

長めの会話・議論（4人）を聞いて、質問に対する答えを選ぶ
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2023年実施 大学入学共通テスト（英語：リスニング）【問題構成】

※SRJ調べ

昨年同様、イラスト・表・グラフなどを含む問題が多く出題されました。
音声を聴いて、内容を正しく理解することはもちろん、問題用紙に与えられている英文やグラフなどをスピーディーに読み
取って解答する問題もありました。

読み上げ語数は1,544語で、昨年とほぼ変わりませんでした。
アメリカ英語が中心ではあるものの、イギリス英語や非母語話者の英語と思われる話者の英語も含まれていました。1回の
再生で聴き取るリスニングの配点が6割となっており、高いリスニング力求められています。

英語：リスニング 分析

高1、高2生は今から長文読解・リスニング演習を始めよう

https://www.sokunousokudoku.net/media/

□まとめ

語数は2年連続6,000語超え、再生1回問題の割合が約6割
★総語数は昨年より100語増加して、80分の試験で6,127語
★リスニングは大問3から再生回数1回
★リスニングでもイラストや図表の読み取りがあり、情報整理力が必要

共通テストでは読解力や思考力を問うため、単に英文だけでなく図表の読解などが多数出題されています。
第6問ではプレゼンテーションのスライドを完成させる問題が出題され、専門的な内容の説明文を正しく読み取って
まとめる必要がありました。
日頃から英語のニュースや資料を読む・整理する、聴くなど、多くの英文に触れましょう。

リスニング内容とグラフを読み解く力が求められる

再生1回の割合は約6割、リスニング力が試される

長文読解では「劇場の上演案内」「夏の集中英語キャンプ」「靴の広告」「通学時間の有効活用レポート」など身近な題材
を扱った英文から、ニュースや物語文、プレゼンテーションのスライドなど、多岐に渡るジャンルで出題されました。
リスニングでは、大問３から再生が1回になります。複数人の会話を聴き取る問題や、情報整理はもちろん、冒頭から重要
な情報を聞き逃すと解答が難しくなるため集中力も必要です。
長文読解やリスニングの聴き取りは、日々の積み重ねが大切です。単語や文法の暗記と同時並行して、長文読解やリスニン
グの演習を取り入れましょう。



Release News
中学校入学への準備はできていますか？

会員の皆様へ

SRJ 販促物注文サイトからご購入できます

中学校へ進学する際に、大きな変化として挙げられるのが本格的な「英語」学習のスタートです。
新学習指導要領が施行され、扱う単語や文法が増えるなど、中学生の英語学習環境は大きく変わってきています。 
こうした背景を踏まえ、小学生から中1までの基礎固めとして、速読聴英語講座と一緒にお使いいただけるテキストを

リリースいたします。速読聴英語講座で、良いスタートをきりましょう！

小学生から
中1までの
基礎固めに

速読聴英語講座Course1 単元1～20完全準拠テキスト

活用例のご紹介
●小学校高学年向けに「中学準備講座」として
●中学生向けに「中学英語基礎 スピード復習講座」として
●速読聴英語受講後の「自宅学習」として　　　　 etc…

対象生徒や活用時期は
お教室の状況に合わせて調整可能です

早めの中学準備で成果にも差が…!
2022年度第二回速読聴英語検定において、中1
受検者の成績を速読聴英語講座の受講開始時期
別に分析いたしました。
小学生から継続受講している方は、中1から受講
開始した方と比べて、リーディング・リスニング共
に良い結果を出されていることが分かりました。
小学生の時から速読聴英語を受講して、中学英語
へのスタートダッシュを決めましょう。

※具体的なカリキュラムは貴法人の担当スタッフへご相談ください。

発売！��������
2 0 2 3年 2月リリース内容

難しい文法用語は使わず
「読めばわかる」説明で文法学習をサポート！

【速読聴英語検定】受講開始時期別　中1受検者成績判定の割合
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0

20

40

60

80

100

0

20

40

60

80

100

受講期間
中1から受講 小学生から受講

受講期間
中1から受講 小学生から受講

小
学
生
か
ら
継
続
受
講
者
は

成
績
上
位
者
が
3
倍
に
！

小
学
生
か
ら
継
続
受
講
者
の

3
人
の
う
ち
2
人
が

A・B
判
定

（%）（%）

A 7.0%

B 19.8%

C 36.2%

D 27.3%

E 9.7%

A 20.0%

B 44.4%

C 24.4%

D 8.9% E 2.2%

S 0.5% A 2.7%

B 9.8%

C 24.5%

D 54.3%

E8.2%

S 3.8%
A 13.2%

B 22.6%

C 24.5%

D 26.4%

E9.4%

本テキストのポイント
速読聴英語講座と一緒に使いながら中1で学ぶ文法事項を理解　
●中1までの文法事項(＋α)をBook1/Book2の2冊構成で学習
●速読聴英語講座 Course単元1～20に完全準拠
  Book1は単元1～10、Book2は単元11～20に対応　

各単元ごとに練習問題を掲載
●Book1は「言ってみよう」と「書いてみよう(整序作文)」の練習問題を収録
●Book2は定期テストや入試等も意識した実戦的な練習問題を収録

全単元で「書く」練習を通して単語や文法・表現が身につく
●Book1ではアルファベットを書くことへ慣れるために四線を表示
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